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表紙の写真：新・農のある風景 〜其の126〜　手作り看板を制作したみなみ地区青年部松崎支部の部員と子どもたち
県道109号線平川市・弘前バイパス松崎工業団地内弘南生協本店交差点（ＪＡ津軽みらい）
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令和8年度の各業務の取組みについて

巻
頭
言

　国内経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移したものの、物価や人件費
の上昇、金融政策の影響に加え、為替相場の動向や中東情勢の影響など、先行きは依然として不透
明な状況が続いています。このような中で令和８年度は、策定内容を見直した中期経営計画（令和
７～９年度）の中間年度として、システムの安定稼働と機能強化にこれまで以上に取組むこととし
ており、各業務における取組みについてご紹介いたします。

　まず、信用事業システム業務についてはＪＡバンク青森県域戦略に沿った課題整理を行いながら
着実な実行に向けて取組んでおり、ＪＡＳＴＥＭ勘定系基盤更新本番移行に取組むとともに、令和
12年６月予定のホストコンピュータからサーバへの移行にかかる対応や端末オペレーション研修を
実施する等、ＪＡサポートに取組むこととしております。

　次に、当社とＪＡ各拠点を通信回線で結ぶネットワーク事業業務（信用事業、共済事業、管理経
済事業）については、総合ネットワークや新たに運用を開始する新情報系ネットワークについて関
係先と連携し事業の円滑な管理・運営に取組むとともに、総合ネットワークの機器の更新に向け取
組んでまいります。

　管理経済事業システム業務については、青森県農業協同組合中央会が策定した「ＪＡグループ青
森情報・電算構想実施基本計画書（第５次）」に基づきシステムの機能強化にかかる開発・改修と
安定稼働に努めております。また、第６次電算構想に向けて、購買、共通システムの新規開発を行い、
システムテストやデータ移行のほか、移行説明会および端末操作研修会を実施するとともに、勤怠
管理システムの導入・移行等についても取組んでまいります。

　現在、第６次電算構想に向けたホストコンピュータからサーバへの移行やネットワークの切替作
業について令和８年７月から令和９年４月にかけてＪＡごとに順次作業を行ってまいりますので皆
様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

　最後に、令和８年度もおよそ半年が経過しておりますが、これからも当社が県内ＪＡの電算業務
全般を担う組織としてＪＡの業務遂行に貢献できるよう各関係先と連携し取組んでまいりますの
で、今後ともよろしくお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社青森県農協電算センター
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ＪＡ青森浪岡支店農協まつり（８／１5）
　当ＪＡは、浪岡営農センター内にて農協まつりを開催した。
　今回で記念すべき第10回目を迎え、鹿内克之組合長は「ここまで
継続できたのは皆さまのご協力のおかげ」と感謝の意を込め挨拶し
た。また、来賓の青森市西秀記市長からは「浪岡地区の食材や食文
化などの発信を強化し、さらに農業振興に努めていく」との祝辞を
いただいた。
　ステージイベントではマジックショーを始め、お楽しみ抽選会や、
ゲストのミニライブが行われ、最後まで盛り上がりを見せていた。

露地ネギ出荷始まる　栽培管理徹底確認（７／30）
　当ＪＡつがるやさい部会は、稲垣野菜センターで
露地ネギ出荷説明会を開催した。
　露地ネギの本格出荷を前に、生育状況や病害虫対
策、出荷規格を確認し、高品質出荷の徹底を確認し
た。管内では８月下旬から出荷が本格化し、９月か
ら10月に最盛期を迎える見込み。
　今後は高温や降雨による軟腐病の発生や、高温・
乾燥条件で増加が懸念される病害虫対策が重要とな
るため、適期防除や排水対策の徹底を呼びかける。

ＪＡ青森

ＪＡつがるにしきた

小玉スイカ　庭先集荷を初導入（８／１7）
　当ＪＡすいか部会は今年度より、ＪＡ全農あおもり、
ヤマト運輸と連携し、小玉スイカの庭先集荷を初めて
導入した。生産者が選果・箱詰めしたスイカを作業場
で引き渡し、ＪＡまでの運搬を省くことで、出荷負担
を軽減する。
　庭先集荷を利用したスイカを栽培する木村淳さん
は、「庭先集荷を利用することで、運搬の時間を別の
作業に充てることができるため助かる」と話していた。

相馬小学校　親子でシャインマスカット摘粒作業体験（７／１１）
　弘前市立相馬小学校は、当ＪＡの圃場でシャインマスカットの摘
粒作業体験を行った。同校の４年生が親子レクリエーションの一環
で参加した。当ＪＡ農業振興課の佐々木善久指導員は「ブドウの摘
粒は、余分な果粒を取り除いて果粒数を調整する作業。残した果
粒に栄養が行き渡り大きくなる」ことなどを説明。
　参加した児童は「実を取り除くのは細かい作業で難しかったが、
ＪＡ職員さんに丁寧に教えてもらいながら、楽しく作業することが
できた」と話した。
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白熱のゲートボール大会　健康増進もかねて（７／23）
　当ＪＡは、東北町でＪＡゆうき青森年金友の会ゲート
ボール大会を開催した。ＪＡ職員を含む47人が参加し、
熱戦を繰り広げた。
　大会は、会員同士の交流と健康増進が目的で、毎年開
催している。５人から７人編成の計８チームに分かれて、
勝ち数や得失点で順位を競い合った。競技の結果、六ヶ
所村の「千歳平クラブ」が優勝に輝いた。上位５組には
賞品が贈られ、千歳平クラブのメンバーは「勝つことが
できてうれしい」と笑顔で語った。

横浜町芋煮会（８／１4）
　横浜町三保野公園で横浜町と同町の漁協、商工会、ＪＡ
などが共同で「横浜町ふるさとのまつり」を開催した。
　その中で大人気の芋煮が無料で振る舞われた。芋煮は
ＪＡ十和田おいらせ横浜町支店と野菜振興会横浜町支部
が、収穫したばかりのジャガイモ「メークイン」の他、
当ＪＡ管内産のネギやニンジン、豚肉などをたっぷりと
使って用意した。
　訪れた人は「毎年食べられるのを楽しみにしている」「ホ
クホクして美味しい」と話し、地元の味を楽しむ笑顔が会
場いっぱいに広がった。

三八地方畜産品評会開催（７／2１）
　三戸畜産農業協同組合は、同組合構内で第20回三八地方畜産
品評会を開催した。当ＪＡでは、生産者の飼養技術向上を図り
「安全・安心」な畜産物の生産を目指すため同品評会の後援を
しており、品評会には黒毛和種32頭がエントリー。八戸市の楢
山年男さんの「あいゆり」と「かねゆり」がグランドチャンピ
オンに輝いた。
　品評会社では、県八戸家畜保健衛生所の高橋俊樹所長が審査
委員長を務め、発育や体積、資質などを審査した。月齢別、経
産別など４部門の優等賞を選出した。

ＪＡ八戸

ＪＡ十和田おいらせ

石川地区で農協まつりを開催（７／28）
　当ＪＡは、石川りんごセンターで「ＪＡ津軽みらい石川地
区2026農協まつり」を開催した。ＪＡ共済アンバサダー新山
千春さんらによるトークショーや、弘前市を拠点に活動して
いる女性３人組ボーカルユニット「ライスボール」によるラ
イブステージ、地域の特産物などが当たる抽選会を催し、会
場は多くの来場者で賑わった。
　抽選会では、ゲストや当ＪＡ石川支店の一戸正樹支店長が
抽選を行い、当選番号が読み上げられるたびに大きな歓声が
上がり、地域住民や組合員が交流を深めながら、農協まつり
を楽しんだ。
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ＪＡ共済連青森 ＪＡバンク青森 11ＪＡ ＪＡ全農青森 ＪＡアオレン

本会が実施している事業を評価していただく調査（事業アセスメント）を実施しております！本会が実施している事業を評価していただく調査（事業アセスメント）を実施しております！

調査目的
　本会では、会員の期待に応える機能を発揮し、事業の重点化と効率化、また、経営資源の適正な配
分・配置を行うことを目的に、現在本会が実施している事業に対する満足度と重要度（期待度）につ
いて、事業アセスメント（評価、分析のための情報収集）を行っております。

　評価実施者は、本会会員である、11ＪＡ、ＪＡ全農あおもり、ＪＡ共済連青森、ＪＡアオレンおよび准
会員であるＪＡバンク青森の15団体です。

　評価いただく項目は以下のとおり。

１．事業実施内容に対する評価
　　⑴令和７年度事業に対する満足度について

　令和７年度に実施した主要事業について、満足度を１点（不満）から５点（満足）で評価してい
ただきます。

　　⑵第８次中央会機能・体制等基本計画（令和７～９年度）に対する重要度（期待度）について
　第８次中央会機能・体制等基本計画（令和７年〜９年度）における主要事業について、重要度（期
待度）を１点（重要でない）から５点（重要である）で評価していただきます。

２．調査の集計・分析
　会員の皆さまよりご回答いただいた結果につきましては、集計・分析を行います。
　分析は、大学等有識者にも協力を依頼しております。

　この結果を受け、第31回青森県ＪＡ大会以降（令和10年度以降）にかかる本会の事業実施体制について
検討するとともに、第９次中央会機能・体制等基本計画（次期３カ年計画）策定の検討に活用し、より一
層会員の期待に応えられるよう取組みを進めてまいります。
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　ＪＡ青森中央会と県ＪＡ女性組織協議会は８月
１日、青森市の青森中央短期大学で組織基盤の強
化・拡大を目的に「くらしの活動研修会」と「き
らきらサークル研修会」を開催した。研修会では、

「くま鈴キーホルダー作り」と「しゃかしゃかお
むすび＆みそ玉教室」を企画。県内ＪＡ女性組織
の部員、地域住民ら58人が参加した。
　くらしの活動研修会では、近年、熊による人身
被害や農産物等への被害が拡大していること、頻
発する自然災害に対して防災意識を高めることを
目的に、パラコードを使用した「くま鈴キーホル
ダー」を製作。くま鈴は、鳴らすことで人の存在
を熊に知らせ、鉢合わせすることを防ぐために有
効な予防策の１つだ。
　しゃかしゃかおむすび＆みそ玉教室では、みそ
玉とおむすび作りに挑戦。当日は青森米応援隊「お
米大使」と一緒にダンスを踊ったほか、ＪＡ全農
あおもり制作のオリジナル食育絵本「おにぎりの
やくそく」の読み聞かせなどを行った。
　参加者は「パラコードは色や柄のバリエーショ
ンが豊富でキーホルダー製作を楽しむことができ
た。女性部の研修会でも扱ってみたい」と感想を
述べた。

　ＪＡ石川県中央会の西川一郎会長は８月５日、
青森市内で今冬の記録的豪雪で甚大な被害に見舞
われた青森県の農家組合員の農業復旧に役立てて
もらおうと、ＪＡ青森中央会の乙部輝雄会長に災
害見舞金の目録を贈呈した。
　西川会長は「今回の豪雪にあたり、被災された

方々に心よりお見舞い申しあげる。同じ農業県と
して、少しでもお役に立ちたい思いで、今回贈呈
させていただいた。農家組合員、地域の皆様が一
日も早く平穏にお過ごしできるよう祈念してい
る」と述べた。目録を受け取った乙部会長は、「２
年連続で200億円を超える豪雪被害に見舞われた
ことは、生産現場への影響はとても大きい。見舞
金は、各ＪＡを通じて被災された農家組合員の営
農継続に向け、大切に使わせていただく」と謝意
を述べた。
　青森県によると、今冬の雪による農業被害額は
202億8,000万円に上っている。

　ＪＡ青森中央会は８月18日、青森市で第２回と
なる「採用力向上に向けてのＳＮＳ・ＡＩ活用実
践セミナー」を開催し、県内５ＪＡの採用・広報
担当者らが参加した。
　本セミナーは県内ＪＡにおける人材確保と定着
に関する対策の一環であり、2026年５月に開催し
た「令和８年度離職・採用難対策会議」で開催が
決まった。
　今回は初回に引き続き、ＩＴコンサルティング
ワウの白鳥武士代表を講師に招き「企画・コンテ
ンツ制作編」と題し講演いただいた。ＳＮＳへの
投稿文を生成ＡＩで作成することや、ＪＡが決め
た日時で計画的に投稿する予約投稿の方法など実
践的な内容を学んだ。
　白鳥代表は求職者の心に刺さる文章や、スマホ
での写真撮影のテクニックについて紹介。「ＪＡ
が決めた日時をあらかじめ指定して予約投稿を行
うことで、採用したいターゲット層の確保に近づ
く。ＳＮＳは19時から21時頃が最も閲覧されるた
め、狙い目の時間帯だ」とアドバイスした。

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

くま鈴作りで防災意識を啓発　きらきら
サークル研修会開催

ＪＡ石川県中央会がＪＡ青森中央会へ豪
雪被害見舞金贈呈

ＳＮＳ×生成ＡＩ　第２回採用力向上セ
ミナー

▲「くま鈴キーホルダー」作りに挑戦する参加者ら

▲乙部会長（左）に見舞金を手渡した西川会長（右）
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　また、生成ＡＩはハルシネーション（誤回答）
のリスクもあるため、出力結果をそのまま投稿せ
ず、担当者が必ず事実確認をしたうえで運用する
重要性を説いた。
　参加したＪＡ担当者は「生成ＡＩの利用方法、
求職者が興味を持ってくれるような投稿文の作成
や写真の選び方など、とても参考になった。また、
ひと月分の投稿文を一度に作成し、予約投稿する
手法は業務の偏りを避けるためにも便利だと感じ
た。さっそく採用業務に取り入れていきたい」と
意欲を見せた。
　次回は、ＳＮＳにおける炎上防止や生成ＡＩを
組み込んだ年間採用計画の策定など、全体の総仕
上げを行う。

　ＪＡ青森中央会は８月21日、青森市の県農協会
館で「労災保険制度改正研修会」を開催し、県内
８ＪＡの総務部門や営農指導担当者ら10人が参加
した。
　研修は、県社会労務士会の髙地豊人副会長を講
師に、７月10日の特別国会で可決成立した労災保
険法改正にともなう留意事項について学んだ。
　講師の髙地副会長は「施行日はまだ正式に決
まっていないが、労災保険加入が強制適用になっ
ても加入しないままでいて事故等が起これば、過
去に遡って労働保険料が徴収されるほか、さらに

追徴金が発生する可能性もある」と注意喚起した。
　また、農業支援課の棟方渉課長が、労災保険改
正にあわせて「農業分野の社会保険等制度」全般
について説明した。
　棟方課長は「加入義務化スタート前までに体制
づくりを含めた取組みを進めなければ、加入の急
増に直面して混乱することが予想される」と危惧
する。
　農業支援課では今後、県などと協議検討を進め、
農家組合員の労災保険加入対策の方向性を定めた
いとしている。

９月
　10日　　　定例理事会（県農協会館）
　10日　　　計算書類等および事業報告等読

み方研修会（県農協会館）
　15～16日　認証上級準備研修会（県農協会

館、ＷＥＢ）
　16日　　　県参協定例会（県農協会館）
　18日　　　採用力向上に向けてのＳＮＳ・

ＡＩ活用実践セミナー（県総合
社会教育センター）

　25日　　　五所川原農林高校によるＪＡご
しょつがる施設見学（ＪＡご
しょつがる木造総合支店）

　29～30日　次世代リーダー育成研修会ユ
ニット３（県総合社会教育セン
ター、県農協会館）

10月
　１～８日　内部監査士検定試験準備研修会

（県農協会館、ＷＥＢ）
　８日　　　定例理事会（県農協会館）
　９日　　　教育担当部課長・担当者会議（県

農協会館）

行事（９／１0〜10／１０）

　青森県の農業の魅力やＪＡグループ青森の
取組みを紹介。
　イベント情報もあります。

ＳＮＳアカウント紹介

▲労災保険法改正について説明する髙地副会長

農業分野の労災保険加入義務化などを学
ぶ　労災保険制度改正研修会

▲ＳＮＳを活用した採用について説明を行う白鳥代表
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行事（９／１0〜１0／１0）

農林中央金庫
９月
　10、11日　農業融資研修（簿記・税務編）（＊）
　14日　　　ＪＡバンク運営協議会専門委員会

（県農協会館）
　15日　　　証券外務員試験対策講座
　　　　　　（県農協会館）

10月
　３日　　　第59回信用事業業務検定試験
　　　　　　（県農協会館）
　７、８日　統一事務手続研修（貯金編・貸出

編）（＊）
（＊）はウェブ会議

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

　農林中央金庫青森支店では、７月26日にセゾン
投信株式会社を講師に迎え、「ＮＩＳＡが創る新
しい未来」をテーマとした資産形成セミナーを開
催した。
　本セミナーでは、物価上昇や教育費の増加、老
後資金の準備など、私たちの暮らしを取り巻くお
金の課題について学ぶとともに、資産形成の重要
性について理解を深めた。特に、近年利用者が増
加しているＮＩＳＡ制度について、制度の仕組み
やメリット、活用方法などを解説。
　はじめに、カードゲームを活用した体験型プロ
グラムを実施した。分散投資と集中投資の成果の
違いを体感しながら、資産形成における分散投資
の重要性について楽しく学ぶ機会となった。

　また、将来の資金準備方法として預貯金や保険、
積立投資の特徴を比較しながらＮＩＳＡ制度につ
いて解説。シミュレーションを交えつつ長期・積
立・分散投資の考え方についても紹介し、参加者
は熱心に耳を傾けていた。
　参加者からは「子どもたちがお金について楽し
そうに学んでいた」、「これまでのＮＩＳＡについ
てのぼんやりとした知識がクリアになった」など
の声が寄せられた。
　農林中央金庫青森支店では、ＪＡの地域とのつ
ながり強化のため、金融教育を実施するＪＡへの
サポートを行っている。今後も、組合員・地域利
用者の皆さまの豊かな暮らしに役立つ金融・資産
形成に関する情報提供に努めていく。

金融教育セミナーの実施

▲セミナーの様子 ▲金融教育ゲームの様子
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　ＪＡ全農あおもりと青森県牛乳普及協会は８月
17日、青森市の県農協会館で、６月13日から７月
末日まで実施した令和８年度「牛乳ごっくんキャ
ンペーン第１弾」のプレゼント抽選会を行った。
合計１万5934件の応募の中から、当選者210人を
決定した。
　当選者には賞品として、「イワタニカセットフー
タフまる」や「あおもり和牛切落し」などをプレ
ゼントする。
　同協会の担当者は「第２弾の応募期間は９月１
日から10月末日まで実施する。今後も県産牛乳を
飲んで生産者を応援して欲しい」と話す。

　ＪＡ全農あおもりは８月18日、19日の両日、青
森市スポーツ広場で開催された「第５回Ｕ‐ 18
青森ユースサッカーフェスティバル」で、参加選
手や大会関係者に県産りんごを使用したりんご
ジュースを提供した。
　会場では、蛇口をひねるとりんごジュースが出
る「りんごジュースディスペンサー」を活用し、
県産りんご100％の「あおもりねぶたレギュラー」
を振る舞い、選手らの栄養・水分補給を支援する
とともに、県産りんごの魅力をＰＲした。
　選手たちは試合の合間に冷たいジュースで喉を
潤し、「冷たいりんごジュースを飲んだら疲れが
一気に吹き飛んだ」、「青森のりんごジュースがお

いしいのは分かっていたが想像以上でびっくりし
た」などと好評を得ていた。
　全農あおもりは、７月に開催された「第５回Ｕー
15青森ジュニアユースサッカーフェスティバル」
でも同商品を提供しており、県産りんごの消費拡
大と魅力発信に取り組んでいる。

　ＪＡ全農あおもりは８月22日、青森市のCiiNA 
CiiNA 青森で、８月31日の「やさいの日」に合
わせたイベント「あおもりやさいアドベンチャー」
を開催した。県産野菜の認知度向上と消費拡大を
目的に開いたもので、親子連れを中心に多くの来
場者で賑わった。
　会場では、野菜を触って当てるゲームや野菜釣
り、県産ミニトマトの試食、野菜摂取量の測定な
ど、県産野菜を楽しみながら学べる体験型企画を
実施した。参加者は各ミッションに挑戦しながら
県産野菜への理解を深め、全てのミッションをク

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

牛乳ごっくんキャンペーン第１弾抽選会
の開催

第５回Ｕー 18ユースサッカーフェス
ティバルの開催

あおもりやさいアドベンチャーの開催

▲抽選をする相場仁米穀畜産部長

▲りんごジュースを楽しむ選手たち

▲大根の絵柄合わせゲームに挑戦する子ども
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リアした来場者にはオリジナルシールがプレゼン
トされた。
　参加した子どもたちからは「野菜を当てるのが
楽しかった」「もっと野菜を食べたいと思った」
などの声が聞かれ、県産野菜の魅力を体感できる
イベントとなった。

　ＪＡ全農あおもりは８月25日、弘前市のアート
ホテル弘前シティで令和８年度りんご販売懇談会
を開き、販売計画や取扱対策について報告した。
2026年産は系統集荷570万箱（１箱20㌔、前年産
比125％）。また、販売目標を950万箱（１箱10㌔、
前年産比121％）に設定した。全国の取引会社や
県関係者、ＪＡの代表者ら約200人が出席し、計
画達成に向けて意識統一を図った。
　重点実施策として生産面では、熟度調査等によ
る適期収穫の励行や、高密植わい化栽培の普及拡
大および高品質苗木の安定供給を図ることとし
た。販売面では、予約相対等企画販売の取り組み
強化や、卸売市場との連携強化による有利販売を
実践する。また、輸出については、国別消費動向
の把握による継続した販促活動の実施や、台湾・
香港等の春節需要に向けた対応強化に取り組む。
　全農あおもり運営委員会の乙部輝雄会長は「本
県産りんごを取り巻く環境は、生産者の高齢化や
労働力不足、異常気象の影響で厳しさを増してい
る。今年の雪害については約196億円の被害額と
なっており、収穫予想量も38万7300トンと４年連
続で40万トンを下回る見通し。着果量や果実肥大
は順調で、雪害による減収からの回復に期待して
いる。570万箱の集荷目標達成と、高密植わい化
栽培の普及や高品質苗木の安定供給などに関係者
一丸となり施策を進め、組合員所得の向上に取り
組んでいく。」と意気込んだ。

　同日、系統共販拡大に尽力した取引会社４社と
担当者５名を表彰した。

　ＪＡ全農あおもりと青森県ＪＡ農産物検査協議
会は８月26日、青森市の県農協会館で「第22回青
森県ＪＡ農産物検査員鑑定競技大会」を開いた。
　2005年から農産物検査員の技術の研鑽と維持・
向上を目的として開いている。今年度は、県内10
ＪＡから28人が参加した。
　競技は水稲うるち玄米及びもち玄米40点を30分
以内で等級判定し、400点の持ち点から等級相違
と時間超過による減点方法により採点した。
　最優秀賞にはＪＡ十和田おいらせの下山美郷さ
ん、優秀賞にはＪＡつがる弘前の相馬静江さんが
それぞれ選ばれ、県代表として令和９年３月２日
に千葉県で開かれる「ＪＡグループ全国農産物鑑
定会」へ出場する。
　入賞者は次の通り。（敬称略）かっこ内はＪＡ名。
▽優良賞＝櫻川太一（八戸）、高渕昌彦（十和田
おいらせ）、小村智康（青森）

第22回青森県ＪＡ農産物検査員鑑定競技
大会

▲開会のあいさつをする乙部会長

▲鑑定を行う下山さん

９月
　10日　　　運営委員会（県農協会館）

10月
　８日　　　運営委員会（県農協会館）

行事（９／１0〜１0／１0）

令和８年度りんご販売懇談会の開催
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　ＪＡ共済連青森は７月24日、ＪＡ共済ビジネス
サポート株式会社と森林組合あおもりの協力のも
と、「ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクト」（第
２回）を平内町（弁慶内地区）で開催し、平内町
管内の小学校６年生16名が参加した。
　森林プログラムでは除間伐、下刈りなどの作業
見学をし、薪割り体験では苦戦しつつも楽しみな
がら挑戦する様子が伺えた。また、食育プログラ
ムでは食品ロスや食育に関するクイズで現代の

「食」について学んだほか、平内消防署の協力の
もと、濃煙体験や消火体験などを通じて防災意識
を高めた。最後に木工プログラムでは、体験場所
となる森林学習展示館において、講師の説明を受
けながら展示物の見学を行い、児童たちは森林や
樹木に高い関心を示していた。また、ヒバ材を使
用した組子づくりに挑戦するなど、さまざまな体
験を通じて参加者同士のきずなを深めていた。
　児童からは『薪割りが楽しかった』『煙体験が
楽しかった』『木工が上手に作れた』などの声が
あがり、楽しく充実した１日を過ごしていた。

　ＪＡ共済連青森は７月28日、フレアージュス
ウィート（青森市）にて、ＬＡの相互交流による
推進意欲の向上を目的としたＬＡ交流集会を開催
した。交流集会には県内各ＪＡからＬＡ、ＬＡ管
理者、ＬＡトレーナーなど134名が参加した。
　はじめに、令和７年度ＪＡ共済優績ＬＡ全国表
彰伝達式を行い、葛󠄀西本部長よりＪＡ十和田おい
らせ上坂和美氏へ賞状が授与された。
　交流集会の前半は、ＬＡ同士の交流を深める
きっかけづくりとして、グループディスカッショ

ン（自己紹介など）を行い、自身のＬＡ活動を踏
まえた情報共有や意見交換を通じて積極的に交流
していた。

　つづいて、ＪＡおおいた金融共済推進専任部長
の佐藤明里氏による「ＬＡって素晴らしい」、同
じくＬＡトレーナーの赤星幸平氏による「３Ｑ活
動を通じた複数
提案活動につい
て」と題した講演
を行った。講演で
は、３Ｑ活動で大
事なこととして、
あんしんチェック
のプロセスやスケ
ジューリング、自
己紹介から訪問の
目的を伝え信頼関
係づくりに繋げる
活動手法など、自
身の体験にもとづ
く事例を交えた分
かりやすく丁寧な
解説に、参加者は
熱心に聴講してい
た。

JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクトの
開催

ＬＡ交流集会の開催

▲参加した児童

▲賞状を受取る上坂和美さん

▲グループディスカッションの様子

▲講演するＪＡおおいた佐藤部長

▲体験談を講演するＪＡおおい
たの赤星幸平さん

９月
　10日　　　ＬＡ育成者研修会（県農協会館）
　16日　　　ＪＡ共済ヘルスアップ講座（き

ざん三沢）
　17日　　　共済担当部課長会議（ホテル青

森）
　19日　　　交通安全フェスティバル（か

だぁ～れ）
　20日　　　交通安全フェスティバル（アッ

プルヒル）
　24日　　　Ｊ－ＷＡＹＳ定着編(県農協会

館)

10月
　１日　　　共済事業担当常勤理事会議

（アートホテル青森）
　８日　　　運営委員会(県農協会館)

行事（９／１０〜10／１０）
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あおもり通信
－ 農林水産省からＪＡ関係者へ情報発信 －－

連絡先
　農林水産省東北農政局
　　青森県拠点地方参事官室
　　　　　℡：017-775-2151

「みのりボイス」参加者募集中！
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１．はじめに
　令和８年８月５日に閣議決定された政府の方針のとおり来年４月からの２年間、食料品の消費税率（軽
減税率）が８％から１％に引き下げられた場合、一般消費者の負担軽減が期待される一方、事業者である
農業者の負担は増えることが予想されています。特に消費税の免税事業者や簡易課税を選択している課税
事業者では、販売時に受け取る消費税相当額が減るのに、仕入れ時の消費税負担は現状のまま残るため、
差し引きの納税額が大きく増えることになります。そこで、農産物売上高に応じて負担増加額を試算し、
どれくらい影響が生じるのか整理します。

２．食品消費税が１％となった場合の農家負担額（試算）
　免税事業者（売上1000万円以下）は、仕入れ時に負担した消費税の還付を受ける仕組みがありません（納
税しないので還付もない）。また、簡易課税事業者（売上5000万円以下）は、実際の仕入税額ではなく「み
なし仕入率」を用いて仕入税額を計算するので、食料品の税率が１％に下がると、売上にかかる消費税相
当額が大きく減少するのに、仕入れに係る税額はそのまま標準税率（10％）となるため、農家の納税額が
増加し負担が大きくなります。
　これらを踏まえ、農産物売上高（課税売上高）の段階ごとに負担増加額を試算すると、表１（免税事業
者）、表２（簡易課税事業者）のとおりになります。

表１　免税事業者の負担増加額（試算）

実践  担い手支援
消費税減税『食品消費税率１％』の農家経営への影響

事業者
区分

農産物
売上高

減税前
（軽減税率８％）

減税後
（税率１％）

負担
増加額

　
　
　

免
税
事
業
者

300
万円

［売上税額］　－　［仕入税額］
（300万円　　　　（24万円
　×８％ 　 －　　×80％ 　
 24.0万円　 －　 １9.2万円　
＝4.8万円は手元に（収入）

［売上税額］　－　［仕入税額］
（300万円　　　　（24万円
　×１％ 　 －　　×80％ 　
  3.0万円　 －　 １9.2万円　
＝16.2万円を自己負担

4.8万円（減収分）
+16.2万円（自己負担分）

　　=2１万円

500
万円

［売上税額］　－　［仕入税額］
 40.0万円　 －　 32.0万円　
＝8.0万円は手元に（収入）

［売上税額］　－　［仕入税額］
  5.0万円　 －　 32.0万円　
＝27.0万円を自己負担

8.0万円（減収分）
+27.0万円（自己負担分）

　　=35万円
700
万円

［売上税額］　－　［仕入税額］
 56.0万円　 －　 44.8万円　
＝11.2万円は手元に（収入）

［売上税額］　－　［仕入税額］
  7.0万円　 －　 44.8万円　
＝37.8万円を自己負担

11.2万円（減収分）
+37.8万円（自己負担分）

　　=49万円
1000
万円

［売上税額］　－　［仕入税額］
 80.0万円　 －　 64.0万円　
＝16.0万円は手元に（収入）

［売上税額］　－　［仕入税額］
 １0.0万円　 －　 64.0万円　
＝54.0万円を自己負担

16.0万円（減収分）
+54.0万円（自己負担分）

　　=70万円

※売上
1000
万円
以下
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表２　簡易課税事業者の負担増加額（試算）

※１　売上税額は、農産物売上高にそれぞれの消費税率（８％または１％）を乗じて算出。
※２　仕入税額は、減税前の売上税額の８割と仮定し、減税後も同額として試算。
※３　簡易課税制度での納税額は、売上税額にみなし仕入率80％を適用し、売上税額の20％として試算。
※４　消費減税は令和９年４月から施行予定のため、青色申告者の１月〜３月分は従来の税率が適用
　　　されることに注意。

３．農家経営への影響と今後の対応
　試算結果を踏まえると、食料品の消費税率引下げにより、免税事業者や簡易課税事業者では、売上時に
受け取る消費税相当額が減少する一方、資材等の仕入れに係る消費税負担は従来通り残るため、そのまま
では差し引きで消費税納税額が増え、手取りの減少につながる可能性があります。特に、肥料や農薬、燃
料などの生産資材価格が高止まりする中、消費税納税額が増えるという新たな負担が農家経営を圧迫する
ことが懸念されます。
　ＪＡとしては、農家組合員に自らの売上高や仕入額、課税区分を確認し、２年間の期間限定とはいえ、
今回の税率変更が経営にどの程度影響するかを分析し、納税額の大幅な増加がないか確認するよう注意喚
起することが必要です。また、国による負担軽減策や資金繰り支援など、制度変更への対策の具体化に向
けた動向を確認し、周知することが大切です。

４．まとめ
　来年４月からの２年間、食料品の消費税率（軽減税率）が８％から１％に引き下げられた場合、今回の
試算結果を踏まえると、簡易課税事業者はもちろん、免税事業者であっても、売上規模に応じて消費税納
税額あるいは自己負担額が増大することが懸念されます。また、本則課税事業者についても、仕入時の消
費税負担が大きくなることから、申告して還付を受けるまでの間の資金繰りに苦しむなどの事態が生じる
可能性があります。
　特に農業は、肥料や農薬、燃料など多くの生産資材の購入を必要とするため、農産物販売時に受け取る
消費税相当額が減少する一方で、仕入れに係る消費税負担が残ることにより、農家経営において資金繰り
などへ大きな影響が出ることが想定されます。
　こうした影響を踏まえ、国は免税事業者や簡易課税事業者に対しては、売上高に応じて一定額を給付す
る方向で検討しています。また、本則課税事業者に対しても、売上税額の減少に伴う資金繰りへの影響を
踏まえた支援策が講じられる見込みとの報道がありました。今後、国のこのような支援策がどのように具
体化されるのか引き続きその動向を確認していくことが重要です。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（中央会　農業対策部）

事業者
区分

農産物
売上高

減税前
（軽減税率８％）

減税後
（税率１％）

負担
増加額

簡
易
課
税
事
業
者

※
売
上
５
０
０
０
万
円
以
下

1500
万円

［売上税額］－［仕入税額］－［仕入税額］
（1500万円　　 （120万円　　　（120万円
　×８％）　－　　×80％） －　　×20％）
  １20万円　－　 96万円　 －　 24万円　
　　　　　　＝実質負担なし

［売上税額］－［仕入税額］－［仕入税額］
（1500万円　 　（120万円　　　（120万円
　×１％）　－　　×80％） －　　×20％）
   １5万円　－　 96万円　 －　 24万円　
　　　　　＝84万円を自己負担

84
万円

3000
万円

［売上税額］－［仕入税額］－［仕入税額］
  240万円　－　１92万円　 －　 48万円　
　　　　　　＝実質負担なし

［売上税額］－［仕入税額］－［仕入税額］
   30万円　－　１92万円　 －　  6万円　
　　　　 ＝168万円を自己負担

１68
万円
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～取適法における規制概要と留意点について～

１.はじめに

　以前より、独禁法の補完法として下請法が制定されていたが、サプライチェーン全体において適切な価
格転嫁の定着を図る目的から、改正法である「製造委託等にかかる中小受託事業者に対する代金支払いの
遅延等の防止に関する法律（通称：取適法）」が2026年１月１日より施行され、規制内容の追加および規
制対象の拡大がなされた。
　今月は取適法の改正概要およびＱ＆Ａを紹介したい。

２.改正概要

（１）委託事業者、中小受託事業者の定義
　取適法の対象となる取引は、取引の内容および事業者の規模要件の２つから定義され、両方に合致
した際、適用となる。
　今回の改正においては、適用対象が拡大され、対象取引として「特定運送委託」が、規模要件とし
て「従業員基準」が追加となった。
　規模要件については、委託事業者が資本金基準又は従業員基準のどちらか１つでも満たす場合に「優
越的地位にあるもの」として取適法の対象となる。　　　

　　①　物品の製造・修理委託・特定運送委託および政令で定める情報成果物・役務提供委託を行う場合
　　

　　②　情報成果物作成・役務提供委託を行う場合
　　　　

（２）義務
　受託取引の公正化及び中小受託事業者の利益保護のため、委託事業者には次の４つの義務が課せら
れている。

　　　

経 営 の 窓 口経 営 の 窓 口

委託
事業者

資本金３億円超

資本金１千万円超３億円以下

常時使用する従業員300人超

委託
事業者

資本金５千万円

資本金１千万円超５千万円以下

常時使用する従業員100人超

①　発注内容等を明示する義務

発注に当たって、発注内容（給付の内容、代金の額、支払期日、支払方法）等
を書面又は電子メールなどの電磁的方法により明示すること。
※中小受託事業者からの承諾がなくとも電磁的方法による明示が
　可能に。

②　書類等を作成・保存する義務 取引が完了した場合、給付内容、代金の額など、取引に関する記録を書類又は
電磁的記録として作成し、２年間保存すること。

③　支払期日を定める義務 検査をするかどうかを問わず、発注した物品等を受領した日から起算して60日
以内のできる限り短い期間内で支払期日を定めること。

④　遅延利息を支払う義務 支払遅延や減額等を行った場合、遅延した日数や
減じた額に応じ、遅延利息（年率14.6%）を支払うこと。

中小
受託

事業者

資本金３億円以下（個人含む）

資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員300人以下（個人含む）

中小
受託

事業者

資本金５千万円以下（個人含む）

資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員100人以下（個人含む）

改正!

改正!

改正!

改正!

※「常時使用する従業員」とは、労働基準法において作成が義務づけられている賃金台帳に記載されている従業員の数を算定し
たものである。具体例としては、正社員、契約社員・委嘱社員、パートタイマー・アルバイト、１ヵ月を超えて引続き使用さ
れる日雇い労働者等が挙げられ、派遣社員は含まれない。

　「常時使用する従業員の数」を発注の都度確認する義務はないが、相手方が中小受託事業者に該当しないことが判別できない
場合は取適法に準拠した対応をすることが望まれる。
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　特に、「遅延利息を支払う義務」では、委託事業者が、中小受託事業者に責任がないのに、発注時に決
定した代金の額を減じた場合、起算日から実際に減じた額の支払いをする日までの期間について、減じた
額に対して遅延利息を支払う義務が新たに追加された。

（３）禁止事項
　受託取引の公正化及び中小受託事業者の利益保護のため、委託事業者には次の11つの遵守事項が定
められている。

 

3.Ｑ＆Ａ

（１）Ｑ．ＪＡと外注取引先との取引について、卸売業者が関与することとなった場合、中小受託事業者
に該当するのは卸売業者か、それとも外注取引先か。

　　　Ａ．①　卸売業者が製造委託等の内容（製品仕様、中小受託事業者の選定、代金の額の決定等）に
関与している場合
　　ＪＡ・卸売業者 間の取引について、資本金基準又は従業員基準を検討し、卸売業者が中
小受託事業者に該当するかどうか判断する。

　　　　　②　卸売業者が製造委託等の内容に関与していない場合
　　ＪＡ・外注取引先 間の取引について、資本金基準又は従業員基準を検討し、外注取引先
が中小受託事業者に該当するかどうか判断する。

（２）Ｑ．無償で配布する販促用のチラシ等の作成を委託することは、取適法の対象となるか。
　　　Ａ．無償で提供する情報成果物の作成又は物品の製造を委託することは、これらをＪＡで「業とし

て」作成又は製造している場合には、情報成果物作成委託又は製造委託として取適法の対象とな
る。

4.さいごに

　取適法は、中小受託事業者の了解を得た場合や、委託事業者に違法性の意識がない場合においても規定
に抵触した時点で違反となるため、十分に留意する必要がある。
　そのため、担当職員に対する説明の強化により理解促進を図るとともに、契約書等で支払期日の再確認
を行う等、取適法含む独禁法の遵守に努めていただきたい。

（中央会　経営対策部）

① 受領拒否 中小受託事業者に責任がないのに、発注した物品等の受領を拒否すること。

② 支払遅延
支払期日までに代金を支払わないこと。
手形交付や一括決済方式・電子記録債権についても、支払期日までに代金の
満額に相当する現金と引換えが困難であることから禁止に。

③ 減額
中小受託事業者に責任がないのに、発注時に決定した代金を発注後に減額すること。
合意の有無にかかわらず、代金を振込む際の手数料を中小受託事業者に負担
させ、代金の額から差引くことが禁止に。

④ 返品 中小受託事業者に責任がないのに、発注した物品等を受領後に返品すること。
⑤ 買いたたき 発注する物品・役務等に通常支払われる対価に比べ著しく低い代金を不当に定めること。
⑥ 購入・利用強制 正当な理由がないのに、指定する物品や役務を強制して購入、利用させること。

⑦ 報復措置
公正取引委員会、中小企業庁、事業所管省庁に違反行為を知らせたことを理由
に、中小受託事業者に対して取引数量の削減・取引停止など不利益な取り扱い
をすること。

⑧ 有償支給原材料等の
　　対価の早期決済

有償支給する原材料等で中小受託事業者が物品の製造等を行っている場合に、代金の支払
日より早く原材料等の対価を支払わせること。

⑨ 不当な経済上の利益
　　の提供要請 自己のために、中小受託事業者に金銭や役務等を不当に提供させること。

⑩ 不当な給付内容の
　　変更、やり直し

中小受託事業者に責任がないのに、発注の取消しや発注内容の変更を行ったり、無償でや
り直しや追加作業をさせること。

⑪ 協議に応じない一方
　　的な代金決定

中小受託事業者から価格協議の求めがあったにもかかわらず、協議に応じなかっ
たり、必要な説明を行わなかったりするなど、一方的に代金を決定すること。

改正!

改正に
より追加!

改正に
より追加!

改正!

※�代金を減じた日①又は中小受託事業者の給付を受領した
日から起算して60日を経過した日②のいずれか遅い日が
起算日となる。

 �②以降に減額を行った場合は、代金を減じた日から遅延
利息が発生する。

※「業として」とは、事業者が、ある行為を反復的に行っており、社会通念上、業務の遂行とみることができる場合を指す。
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津軽みらい管内で各支部女性部が料理教室を開催

　　女性部黒石支部・板
柳支部・みなみ支部は７
月下旬から８月上旬にか
けて料理教室を実施し
た。
　黒石・板柳支部の料理
教室では、当ＪＡ広報誌

「超簡単レシピ」でおな
じみの水嶋優子先生を講師に招き、「夏のド
ライカレー」「豚こま切れ肉の生姜焼き」「キャ
ベツとコーンのサラダ」「みかんのムース」

「コーヒーゼリー」などを調理。
　みなみ支部では長内美珠妃先生を講師に招
き、「発酵豆乳サラダソーメン」「塩こうしナ
ムル」「しゅわしゅわはちみつレモンゼリー」

「薬味麹」を調理した。
　各会場とも終始和やかな雰囲気で調理が進
められ、参加者同士で交流を深めながら楽し
く料理作りを学んだ。

熊捕獲用の箱罠を寄贈

　７月９日に大沢地区有害鳥獣駆除活動隊へ、８月10日に黒石市へ津川博征常務が熊捕獲用の箱罠を寄贈
した。
　昨今、熊出没による農作物への被害や、生活圏への出没が懸念される中、ＪＡ共済地域貢献活動の地域・
農業活性化事業費を活用し、今年度で３回目の寄贈となる。
　寄贈式では箱罠の贈呈と、箱罠が正常に作動するかの確認が行われた。

ＪＡ津軽みらい NEWS

完成後に料理を楽しむ部員
（黒石支部）みなみ支部料理教室

大沢地区有害鳥獣駆除活動隊（右）へ目録を贈呈する津川
常務（左）

今大介黒石市長（左）へ目録を贈呈する津川常務（右）

板柳支部料理教室黒石支部料理教室
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ＪＡ全農あおもり
　営農部営農技術課課
　　山

やま

田
だ

悠
ゆう

太
た

　さん

●プロフィール
2026年４月から勤務　青森市浪岡出身　23歳

輝き
働くきっかけは？ 

　大学在学中に東北楽天ゴールデンイーグルスの試合を観戦した際、全農あおもりのイベントが開催されており、そ
こで全農あおもりを知りました。もともと青森で働きたいと考えていたことに加え、青森の基幹産業である農業に携
わりたいという思いから、全農あおもりに興味を持ちました。

業務内容を教えて下さい。 
　県りんご共同防除連絡協議会の事務局と残留農薬検査の業務を行っています。また、主に果樹、野菜、水稲の研修
会や調査に同行しています。　

働いた感想は？ 
　実際に業務に携わる中で、農業に関する専門知識の幅広さを実感しました。まだ学ぶべきことは多くありますが、
各種調査や研修を通じて知識と経験を積み重ね、一つひとつできることを増やしていきたいと考えています。

仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 
　各ＪＡや生産者、関係機関との方々から信頼される職員になれるよう業務に取り組むことを心掛けています。

特技・趣味は？ 
　体を動かすことが好きで、休みの日はテニスをしています。また、全農あおもりの野球部に入部し、野球部の練習・
試合に参加しています。やったことのないスポーツにも挑戦したいと考えています。

あなたが自慢できることは？ 
　最近は、誰よりも外で体を動かしスポーツをしていると思います。

将来の夢は？ 
　各ＪＡや生産者、関係機関から頼りにされる職員になりたいです。着実に成長していきたいです。

　ＪＡつがる弘前桃部会は183人で構成され、全部会員が桃とリンゴの複合経営だ。30年程前、青年部の
研修で福島県の桃園地を視察した際「津軽平野でも栽培が可能ではないか」との部員の声をきっかけに、
福島県から苗木を取り寄せた。試験栽培や県外視察研修、同県から桃生産者を講師に招いた講習会など活
動を重ね、栽培技術と知識向上に励んだ。
　桃の収穫は、台風の発生が少ない８月上旬から９月上旬のため、自然災害からのリスク分散として作付
する者が多い。また、現在は温暖化の影響により、早生種リンゴの着色不良が課題となっていることから、
それに代わる作物としても人気が高まっている。
　桃とリンゴの栽培には剪定や摘果など共通点が多く、リンゴ栽培の技術を活用することができる。また、
初期費用が少なく早期成園化が可能で、共同選果のため個人の選果・選別作業が不要なことから、年齢を
問わず新規作付者は年々増加し、令和８年度の新規会員数は12人。計画数量は300㌧（前年比116％）で、
販売金額は１億7,000万円（前年比108％）を計画している。
　当時、青年部に所属し、福島県を視察した葛西利直さんは「桃栽培に取組んで30年以上になった。ＪＡ
つがる弘前桃部会は、他県に負けない高品質な良い桃を生産しているので、全国の消費者に食べてほしい」
と力強く話す。

チカラ部会の
ＪＡつがる弘

前桃部会
ＪＡつがる弘

前桃部会

リンゴの技術
活用

リンゴの技術
活用

経営リスク分
散にも

経営リスク分
散にも

桃
の
収
穫
を
行
う
葛
西
利
直
さ
ん
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■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシミュレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　黄金色の稲穂がこうべを垂れる時季に入って
きましたね。暑い夏を乗り越えて、農作物が順調
に育ち、豊作の秋になることを願うばかりです。
　さて、８月に五所川原市の「立佞武多」を見に
行きました。

　高さ20ｍ超の巨大な山車が圧巻で、夏の風物詩を感じることが
できました。今年は２年ぶりに新作の大型立佞武多「猿田彦大
神（さるたひこのおおかみ）」も出陣し、「ヤッテマレ！ヤッテマ
レ！」の掛け声が力強かったです。さらに、五所川原市出身で歌
手の吉幾三さんが２年ぶりに登場し、生歌を聴くことができて充
実したお祭りでした。
　また、「立佞武多の館」が大規模改修工事を終え、リニューア
ルオープンしたとのことで、今年見に行けなかった方は、館に立
佞武多を見に行ってみるのはいかがでしょうか。
　Have a nice September（克）

後編
記集

新
風

１
㌶
で
ス
イ
カ
栽
培

品
質
向
上
狙
い
一
本
化

ＪＡ
ごしょつがる

　「やっぱりスイカがやりたい」そう思

わせたのは、学生時代に経験したスイカ

収穫のアルバイトだった。楽しかった記

憶が心に残り続けた。

　つがる市でスイカを栽培する野呂翔さ

んは、県外で物流の仕事などを経験した。

何がやりたいのか分からないまま過ごし

ていたが、「帰って農業をやろう」と思

い、26歳で青森に戻った。知人の紹介を

受けて農家のもとで働き始め、冬は同市

の除雪作業に従事。春からは、そこで出

会った農家のもとでネギの栽培技術を学

び、自分の名前で出荷するまでになった。令和６年からは同じ農家のもとでスイ

カの栽培を始めた。

　１年目は加工に回るものも多かったが、２年目はＪＡの営農指導員から助言を

受け、技術を磨いて製品化率を高めた。３年目となる今年は、空いた農地を紹介

された。そこは、かつてスイカのアルバイトをした農家の農地だった。「一品目

に集中して、良いものを作りたい」とネギの栽培をやめ、１㌶をスイカ栽培に一

本化した。

　今後は管理しやすい圃場をつくり、さらに品質を高めたい。先輩農家や妻の愛

瑳さんに支えられながら、スイカ１本で農業を極めていく。

収
穫
し
た
ス
イ
カ
を
手
に
す
る
野
呂
さ
ん
夫
妻

▲素戔嗚尊（すさのお
のみこと）

▲猿田彦大神（さるた
ひこのおおかみ）
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